
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名       可児市立広陵中学校 

実 施 期 間 平成２５年１０月３１日（木） 

 
実 施 概 要 

 

 
「消費者教育」＜保護者、地域の方、帷子小学校 ６年生＞ 
・５時間目 ９講座に分かれての消費者教育（各企業、団体による） 
・６時間目 アキラボーイによる消費者教育 
・感想交流 

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   □文化   ■産業   □その他  

公開の方法 
 □授業公開 □成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 
 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者              ２４人  

 計 １００人  
地域関係者                ７６人 

（帷子小６年生含む） 

実 施 状 況 

 

県教育委員会が主催する消費者

教育スモールステージを活用し、 

インターネットに関わる日常生活

の中でありがちなトラブルや実際

の社会で起こっていることなどを

例に挙げながら、将来、賢い消費 

者になってほしいという願いで実

施した。各企業、団体から、生徒対

象８講座（例：「悪徳商法から身を

守る」 岐阜県金融広報委員会）、

保護者の方などを対象とした講座１講座、計９講座を５時間目に実施した。 

また６時間目には、全校生徒、保護者、地域の方、帷子小学校６年生を対象

に、体育館にてアキラボーイさんによるプロジェクター映像と笑いを融合しな

がら、インターネットでの消費者トラブルにあわない工夫や対処方法などを楽

しく学ぶことができた。 

成果及び課題 

 

＜参観者の感想より＞  

○昔の人は物々交換だったので大変だったと思う。これからお金の正しい使

い方を考えていきたい。（１年 「お金の歴史や役割を学ぶ」講座 SMBコ

マーシャルファイナンス） 

○物々交換では、誰が何を持っているか分からず不自由でお金がある意味を

しりました。お金についてきちんと考えなければと思いました。（同上） 

○アキラボーイさんのステージでは、画面を見てたぬきちくんと一緒にゲー

ムに参加しながら、楽しく学びました。インターネツトで買い物をしたこ

とはありませんが、「無料」という言葉にだまされたり、色々なページに

入り込りこんでだまされたりしないようしたいと思いました。（参観者） 

 


